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研究成果の概要（和文）： 

子会社の自主性の高い地域統括センター拠点や R&D拠点の役割を持つ多国籍企業子会社に

焦点をあて、海外で議論されている子会社発展に関する論文との整合性を解明するために

子会社にインタビューを行った。その結果、企業間連携の本質の特徴と多国籍企業のグロ

ーバル戦略とホスト国での企業間連携の関連性について明らかにすることができた。特に、

多国籍企業子会社の自主性（Competence Creating）の高い子会社の R&D拠点と、現地の企

業や大学との協働 R&D 活動がホスト国の技術発展に貢献していることが明らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
This research focused on subsidiaries in host countries which has roles of regional 
mandates or R&D and conducted direct interviews to managers of subsidiaries to clarify 
how recent arguments of subsidiary evolution can fit to Asian host countries’ case.  
Through the process of interviews and literature reviews, features of 
inter-organizational linkages between subsidiaries and headquarters and linkages between 
global strategies of multinational enterprises and inter-organizational linkages in host 
countries are clarified and analyzed.  Roles of R&D of competence creating subsidiaries 
through collaborative research activities local companies or university have contributed 
significantly to technological development and spillover effects to Asian host countries.  
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研究において、海外進出した後のホスト国で

の多国籍企業子会社の本社とは異なる戦略

や、近隣諸国への国際戦略、それぞれのホス

ト国における企業間連携に関する研究や、多

国籍企業子会社の本質、ホスト国での役割、

形態、組織に関する研究は少ない。多国籍企

業子会社の国際戦略の変化として、ホスト国

での役割の変化が近年注目されているが、発

展途上国がホスト国の場合、多国籍企業子会

社が「製品開発」や R&D の”R”である「基

礎研究」の役割を持つ子会社は稀であり、ホ

スト国が発展途上国の場合の R&D の役割の

本質はまだ研究段階である。企業間連携に関

しては多国籍企業子会社と現地サプライヤ

ー間のバックワードリンケージに関する研

究業績が増えているが、バックワードリンケ

ージを受ける側である現地サプライヤーの

技術力レベルについての研究、更には、現地

サプライヤーの技術力レベルとナショナ

ル・イノベーション・システムの関係性に関

する議論も少ない。 

バックワードリンケージは多国籍企業子

会社によって与えられるリンケージである

からこそ、バックワードリンケージだけに焦

点をあてるのではなく、多国籍企業子会社の

ホスト国における企業間連携としてバック

ワードリンケージとフォーワードリンケー

ジを体系的に捉える必要性を見出した。また、

企業間連携は、多国籍企業（子会社だけでな

く本社も含む）の国際戦略、特に国際生産ネ

ットワークとの関連が強いことが聞き取り

調査から明らかとなっている。そこで、どの

製品をどこで、どのような技術を利用して製

造し、どこへ供給するのか、という国境を越

えた体系的な国際生産ネットワークは、結果

的には体系的な企業間連携へと反映し、影響

を与えると考察する必要がある。 

多国籍企業が海外進出することによりホ

スト国での国際戦略と企業間連携の関連性

を体系的に明らかにし、その関連性とナショ

ナル・イノベーション・システムの向上の仕

組みを明らかにする試みは、これまでの研究

ではされていない。 

 
 
２．研究の目的 

自主性の高い地域統括センター拠点や R&D拠

点を持つ子会社を誘致するホスト国に焦点

をあて、（1）企業間連携（特にフォーワード

リンケージ）の本質を理論的、かつ、実証的

に明確にする、（2）多国籍企業子会社のバッ

クワードリンケージとフォーワードリンケ

ージの関連性、（3）多国籍企業の国際戦略、

国際生産ネットワークと企業間連携の関連

性 、 (4) 多 国 籍 企 業 子 会 社 の 自 主 性

（Competence Creating）と企業間連携の関

連性を、理論的・実証的に明らかにする。 

 

３．研究の方法 

先行文献研究において、最先端の専門的知識

を海外の大学（イギリス、アメリカ、スイス、

タイ）の先生や国際機関の研究員に提供して

頂く機会を得ると当時に、意見交換をした。

実証的に多国籍企業子会社の国際戦略と企

業件連携を体系的に解明するために、タイ、

フィリピン、台湾で合計 50 社強の聴き取り

調査を行った。先行文献整理と聴き取り調査

で得たデータを用いて論文を執筆した。学会

（国内・海外）で報告する際に提出するフル

論文に対する通常 2名の査読者からのコメン

トから、研究方法に関する多くのアイデアを

得ることもできた。 

 

４．研究成果 

本研究調査により、多国籍企業のグローバル

戦略と多国籍企業子会社の企業間連携の体

系化研究の進化がなされ、多国籍企業子会社



 

 

がいかにホスト国の技術発展に貢献してい

るのか、という点を明らかにすることができ

た。また、海外の学術学会で積極的に報告し、

多くの報告を聞き、日本語に訳されていない

海外の先進的研究論文を文献として用いた

論文を書いた。 

得られた成果（論文）が、SSCIにリストさ

れている査読付き国際ジャーナルに載せる

ことができた（校了、刊行は 2012 年 2 月）

ことは研究内容が少なからず、学術的にイン

パクトを持つことができたことと言える。 

当初予定していたホスト国全てが訪問で

きていないので、今後はこれまでの蓄積デー

タと比較できるよう、予定していたホスト国

の調査を続けて行きたい。また、バックワー

ドリンケージ、フォーワードリンケージ、そ

れぞれの体系化は可能となったが、二つの関

連性を見出すまでに至っていないため、今後

は不足しているデータをさらに集めて研究

していきたい。最後に、英語での学会報告、

論文執筆を続けることにより、海外に積極的

に発信していきたい。 
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